
平成7年産水稲種子の細菌病汚染状況と防除対策

(農試環境部)

1 背 景とねらい

平成7年度の稲作ほ出穂期に降雨に遭遇したたあ(県 内の広い地域でもみ枯細菌病が本田発生し

た。本病については昭和53年度に病原細菌及び苗腐敗症と本田発病の発生生態について、昭和63年

度には種子の汚染実態と翌年の育首期の防除対策について参考事項に示してきた。また、平成3年

度には首腐敗症のもう一つの病原として苗立枯細菌病の発生実態と防除対策を参考事項に供してき

た。今回、平成7年産水稲種子の細菌病汚染状況を調査したところ、平成8年育首期での細菌病の多

発が懸念されるので、近年の種子の保菌傾向と育首期苗腐敗症の発生動向を踏まえて、育苗期防除

対策について参考に供する。                        |

2 技 術の内容

(1)平成7年 におけるもみ枯細菌病の本田発生と種子の汚染状況

ア も み枯細菌病の本田発生

県中部の任意抽出62圃場においてもみ枯細菌病の本田発病がみられた (発生圃場率16.1%)。

特に出穂期に降雨に遭遇した早生品種で多発したが、中生品種での発生もみられ、病原細菌

ゑ夕減磁切容g」z″解 が分離された (表2)。

イ 平 成7年産極籾の地域別 ・品種別保菌状況

県内各地から採集した種籾の選択培地および育首による保菌調査では、ほぼ全域で早晩性を

問わずもみ枯細菌病菌が検出された (乾燥調整後種子での保菌率18.7%)。

(2)近年の本田におけるもみ枯細菌病菌の検出傾向および育苗期苗腐敗症の発生 (関与菌)の 傾向

ア 本 田で、抜き穂からもみ枯細菌病菌の検出される圃場率 (全県,一 般圃場 )は 平成4年までは

減少傾向にあったが、最近増加傾向にある。

イ 平 成元～7年の育苗期における首腐敗症の発生割合は首立枯細菌病がもみ枯細菌病を上回って

いるが、もみ枯細菌病の本田発生を確認した翌年では首腐敗症の発生箱数が増加する傾向にある。

(3)防除対策

種子の汚染状況から、もみ枯細菌病菌による首腐敗症の多発が予想される。なお、苗立粘細菌

病菌の検出率は低いが、近年の育苗期の発生傾向から表1の防除対策を講ずる。

表1 イ ネ細菌病総合防除対策

a)耕極的防除対策 (必須)

塩 水  選 必ず実施する。細菌病罹病種子の一部を除去できる。

予

　

措

浸  種 12～ 15℃ とし、加温しない。水換えは種子付着した薬剤が落ちないように注意して静か行う。

催  芽 30°Cと し、過度の加温～長時間の他芽は発病を助長するので、絶対に行わない。

出 芽 30℃ を厳守する。特に32'C以上は発病を助長するので注意する。

育

苗

ハウス温度
育首ハウス及びトンネルの開閉をこまめに行い、高温にならないよう注意する。

特に緑化期前後は20卜25・Cとする。高温は発病を助長する。

海  水 過潅水は発病を助長するので絶対しない。
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b)薬 斉」による防除 (メニュー)

種 子 の 白 来

種 子 消 毒 1 ) 播 種 前 3 ) 備  考
,Zい

糸状菌病対象 細菌病対象 土壌または覆土混和
・播種後覆土前施用

糸状菌によ

る苗立枯病

率 剤 防 除

対策の要否

系 ばか苗病 ・いもち病

ごま葉枯病

主にもみ枯細菌病を

対象とする。 もみ枯,苗立枯細菌病

購入種子(消毒済)

(ドンレートT吹付

A 不  要

スターナ水和剤
低濃度長時間浸漬
※必ず風乾する 2)

必要

B 不  要 実施 しない場合→
フタバロン粉斉け

カスミン粒 ・液剤

不要

必要

購入種子(未消毒 )

自家産種子

C る

鵬”ｍ
※

剤

　

剤

象

　

和

対

　

水

跡
十
サ

状

　

タ

糸

　

ス

必要

D

剤
　
剤

象
　
和

対
　
水

跡

＋
サ

状
　
タ

糸

　

ス

低濃度長時間浸漬
※必ず風乾する 2)

(同時防除)

必要

E 均実施 しない場合→
フタバロ|ン粉剤

カスミン粒 液 斉J

不要

必要

1)種子消毒により付着した薬剤は水換えによって流亡するおそれがあるので、水を交換する場合には底に

沈む薬剤を‐畳懸濁させた後、静かに行うようにする。
2)細菌病対象の種子消毒はもみ枯細菌病には効果が安定するが、苗立植細菌病には安定しない。細菌病に対す
る効果を高めるためには単独または糸状菌対象剤との同時処理であうても風乾 (1～2日の陰干し)を 必ず行う。
3)播種前処理に用いる2剤はカスがマイシンを成分とし、もみ枯細菌病と苗立枯細菌病の面者に効果がある。

3 指 導上の留意事項                               !

( 1 ) もみ枯細菌房対象の種子消毒剤は首立枯細菌病には効果が不安定なので、耕種的対策を徹底
する。

(2)人 手がない等、ハウスの適切な温度および灌水管理に不安のあるところでは上壊または覆土
混和法を用い、もみ枯細菌病と苗立枯細菌病との同時防除を図る。

4 試 験成績の概要     |

表 2 本 田発生の有無と調整前後の種籾からの面の検出状況 1)   |

本田発生 乾 爆調2)調 査 種 籾の 同 左   1)も み枯細菌病の本田調査圃場で生産された
(9/6) 整 前後  点 数 菌 検出 率 %   種 籾での保菌状況。

あり   前     4   3    7 5 1 0    2 )調 整前後ではニヒ重選の有蕪でも異なる。
後   2 1   4   1 9 . 0

なじ   前    2   2   1 0 0 , 0
後   1 0   3   3 0 . 0

表 3 イ ネ細菌病 (首腐敗症 )に 対する塩水選の効果

塩水比重
z重歩合(%)発 病薔率(%)

上_上 上!        沈 下籾 浮 上籾 沈下籾 浮 上籾
.00         93.54       0。22    6.00       97.22       0.00   33,33
. 1 0    8 6 . 2 3   0 . 0 0  2 . 5 6   9 1 , 7 6   0。 66 1 1 1 9
, 1 3    ‐ 72,4 9  ‐10・o9 o , o 0   8 6 . 6 4   0 . 0 0‐ 0。92
,17      2 0 . 5 7     o . o o   6 . o o      一     一     _

無処理      一 0。33 0.48

1)供試種子:育苗試験で保菌を確認した試料を混合した。いずれも乾族調整前を
2)沈下粒重歩合(%)三(塩水選後の乾籾重/塩水選前の乾籾重)×100
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